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議会だより

◆平成 21 年度一般会計・特別会計決算認定

◆平成 22 年度一般会計補正予算

◆平成 22 年度特別会計補正予算

◆福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

◆古民家島暮らし体験交流館の施設及び管理に関　

　する条例の一部改正

◆指定管理者の指定

◆一般質問は１人。「新田地区の荒廃について」
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今
回
の
古
民
家
再
生

事
業
で
島
外
か
ら
の
交

流
人
口
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
小

値
賀
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
活
動
も
踏
ま

え
て
、
こ
れ
か
ら
小
値
賀
町
の
観
光
が
伸
び
て
く
る
可

能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
も
こ
の
機
会
を

捉
え
て
、
小
値
賀
町
の
観
光
産
業
を
確
か
な
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
古
民
家
事
業
が
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小

値
賀
町
の
漁
業
や
農
業
、
商
工
業
に
も
そ
の
影
響
が
及

び
、
そ
の
波
及
効
果
が
町
全
体
の
地
域
活
性
化
へ
と
繋

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

小
値
賀
の
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
や
人
の
優
し
さ
、

歴
史
文
化
の
特
異
性
な
ど
の
魅
力
が
こ
の
機
会
に
大
い

に
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
者
だ
け
に
限
ら
ず
町
民
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て

こ
の
古
民
家
再
生
事
業
が
成
功
す
る
よ
う
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　　　　いよいよ　古民家再生事業が本格始動

　　　島暮らし体験交流館・藤松レストラン運用開始
平成１９年度から検討が始まり、国や県など関係各方面の力を借りながら山のような課題を３年かけ

てクリアしてきた事業です。議会でも慎重論があり、幾度となく調査討論してきましたが、将来の夢

を託す事業の一つとしてこの度出発する運びとなりました。藤松レストランは農水省の「農山漁村活

性化プロジェクト支援交付金」を活用したもので、交流館は国交省の「離島体験滞在交流推進事業補

助金」を受けて整備したものです。古民家を利用する発想など、小さな自治体の新しい企画に、国も

県も観光関係者も報道関係も注目している事業です。

横山議長談話

❶

❷ ❸

❹

❶❷鮑
ほうしゅう

集（旧松永邸）

❸日
にちげつあん

月庵（旧松永邸）

❹先
さきしょうじ

小路（旧浜田邸）

柳地区の親家（旧近藤邸）

筒井浦の藤松レストラン 　

こ
れ
ら
の
施
設
の
運
営
は
、
Ｉ
Ｔ
協
会
と
連
携
す
る
形
で
新
た
に
設
立
し
た
「

（株）
小
値
賀
観
光
ま
ち
づ
く

り
公
社
」
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
指
定
は
、
６
月
と
９
月
定
例
議
会
に

お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。）

　

オ
ー
プ
ン
の
日
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
利
用
者
は
、
名
古
屋
と
福
岡
か
ら
の
２
組
３
人
の
方
で
し
た
。
お

帰
り
の
際
に
は
感
謝
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
て
い
ま
す
。（
左
に
原
文
を
掲
載
）

　

藤松レストラン外観
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次
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
加
山
議
員
が
新
田
の
耕
作

放
棄
地
問
題
の
対
策
を
町
長
と
農
業
委
員
会
会
長
に
質た
だ

し

ま
し
た
。一
般
質
問
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
15
の
案
件
が
議
会
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
慎
重
に
審
議
し
て
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

議
案
の
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認

定
で
は
、
坂
木
代
表
監
査
委
員
の
報
告
か
ら
始
ま
り
、
つ

い
で
熱
の
こ
も
っ
た
質
疑
が
行
わ
れ
、
事
業
の
効
果
や
結

果
の
分
析
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
経
済
対
策
も
あ
り
、
交
付
税
な
ど
が
増
加
し
た
こ

と
で
積
立
金
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
給
与

の
カ
ッ
ト
や
新
規
採
用
を
控
え
る
な
ど
で
人
件
費
が
減
少

し
、
ま
た
、
繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
公
債
費
が
減
少
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
、
全
体
的
に
は
、
未い
ま

だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厳
し
い
状
況
な
が
ら
も
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
営
の
改
善
が
見
て
取
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
容
で
し
た
。（
決
算
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
６
ペ
ー
ジ
～
９
ペ
ー
ジ
）

    

　　 　

９
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
の
４
日
間
、
平
成
22
年
第
３

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

傍
聴
者
は
、
熟
年
大
学
の
受
講
生
や
婦
人
会
役
員
の
皆

さ
ん
も
お
ら
れ
、
総
勢
24
名
と
な
り
ま
し
た
。
熱
心
に
行

政
報
告
、
一
般
質
問
、
議
案
の
審
議
に
耳
を
傾
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
冒
頭
で
、
敬
老
バ
ス
が
予
定
よ
り
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
８
月
下
旬
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

韓
国
の
研
究
者
達
が
前
方
湾
の
海
中
に
潜も
ぐ

り
調
査
を
し
た

こ
と
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
子
宮
頸け
い
ガ
ン
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
行
政
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

９月定例会
21
年
度
決
算
一
般
会
計
特
別
会
計
の
計
は
単
年
度
黒
字

　
　
　

一
般
会
計
だ
け
で
は
単
年
度
収
支
は
赤
字

　
　
　
　

人
件
費
、
公
債
費
は
大
幅
に
減
少
（
６
Ｐ
へ
）

21 年度決算認定など 15 議案、報告 3件、意見書１件を審議

  　　　 一般質問は１人。荒廃する新田地区の対策についてを質問 (10 ページ）

　　　　　　　  町長は行政報告で、子宮頸ガンの予防ワクチン接種実施予定との意向を表明

　　　　　　　  24 人が熱心に傍聴（熟年大学、婦人会役員の皆さんなど）　　　

坂木代表監査委員
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21 年度決算　一般会計　歳入合計は 29 億　 875 万 4,747 円

                       歳出合計は 28 億 4,048 万 2,299 円

小値賀町議会だより第 73 号（7）

答　

民
泊
４
軒
。

問　

小
学
校
及
び
中
学
校
費

　
　

の
教
育
振
興
費
に
執
行

　
　

残
が
あ
る
。
教
育
振
興

　
　

費
は
児
童
生
徒
の
学
力

　
　

向
上
の
た
め
の
教
材
費

　
　

で
あ
る
。
予
算
の
有
効

　
　

活
用
に
努
め
て
欲
し
い
。

答　

学
校
と
連
携
を
と
り
予

　
　

算
の
有
効
活
用
に
努
め

　
　

る
。

問　

図
書
館
の
移
転
後
の
利

　
　

用
状
況
は
？

答　

笛
吹
地
区
か
ら
離
れ
た

　
　

こ
と
で
子
ど
も
達
の
利

　
　

用
が
減
っ
て
い
る
。
学

　
　

校
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

　
　

定
着
す
る
よ
う
努
力
し

　
　

て
い
く
。

平成２１年度一般会計・特別会計決算を認定

主
な
質
疑

問　

町
税
の
収
入
未
済
額
が

　
　

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
を
放
置
し
て
お
く

　
　

こ
と
は
住
民
負
担
の
公

　
　

平
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

滞
納
件
数
と
徴
収
対
策

　
　

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

町
民
税
で
７
件
、
固
定

　
　

資
産
税
で
44
件
。
徴
収

　
　

に
つ
い
て
は
定
期
的
に

　
　

世
帯
を
訪
問
し
納
税
を

　
　

促
し
分
納
し
て
い
た
だ

　
　

い
て
い
る
。

問　

固
定
資
産
税
の
滞
納
者 

　
　

で
町
外
に
い
る
人
の
人

　
　

数
は
？

答　

10
人
で
あ
る
。

問　

住
宅
使
用
料
の
未
収
に

　
　

つ
い
て
伺
う
。

答　

不
況
が
長
引
き
低
所
得

　
　

者
の
未
納
が
多
い
が
、

　
　

理
解
を
求
め
徴
収
に
努

　
　

力
す
る
。

問　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
２
１

　
　

９
万
円
の
寄
付
件
数
と

　
　

寄
附
金
最
高
額
は
？

答　

19
件
、
最
高
額
は
１
件

   　

で
１
０
０
万
円
。

問　

あ
わ
び
館
の
販
売
収
入

　
　

は
20
年
度
に
比
べ
１
０

　
　

８
万
２
，
０
０
０
円
減

　
　

収
し
た
。
そ
の
理
由
と

　
　

収
支
内
容
を
伺
う
。

答　

販
売
収
入
の
減
は
水
揚

　
　

げ
の
減
少
に
よ
る
。
収

　
　

支
内
容
は
運
営
費
１
，

　
　

３
０
４
万
３
，
０
０
０

　
　

円
で
、
そ
の
う
ち
一
般

　
　

財
源
を
５
７
７
万
８
，

　
　

０
０
０
円
充
て
て
い
る
。

問　

職
員
手
当
６
９
万
５
，

　
　

４
３
３
円
の
不
用
額
の

　
　

内
容
は
？

答　

時
間
外
手
当
て
の
執
行

　
　

残
に
よ
る
も
の
。

問　

生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
補

　
　

助
金
の
実
績
は
？

答　

屋
内
型
13
台
、
コ
ン
ポ  

   　

ス
ト
31
台
。

問　

民
泊
施
設
整
備
事
業
補

　
　

助
金
の
実
績
は
？

補助した電動式の生ゴミ処理機

あわび館内部

移転し、新しくなった図書館内部

町税  　1 億 4,710 万  733 円
地方譲与税 　　   2,704 万 4,773 円
利子割交付金 　　　　 64 万 1,000 円
配当割交付金                13 万 1,000 円
株式等譲渡所得割交付金                  6 万 4,000 円
地方消費税交付金           2,408 万 4,000 円
自動車取得税交付金              556 万 8,000 円
地方特例交付金              302 万 8,000 円
地方交付税 17 億 3,482 万 5,000 円
分担金及び負担金              168 万 6,734 円
使用料及び手数料           4,094 万 3,540 円
国庫支出金   2 億 9,294 万 1,212 円
県支出金   1 億 7,822 万 5,850 円
財産収入              763 万 6,142 円
寄附金              366 万 9,000 円
繰入金              4,289 万 750 円
繰越金   1 億 1,491 万 5,200 円
諸収入   1 億 5,377 万 3,813 円
町債   1 億 2,958 万 6,000 円
歳入合計  29 億   875 万 4,747 円

歳入
議会費             5,468 万 416 円
総務費   7 億 7,074 万 4,556 円
民生費   3 億 2,739 万 5,485 円
衛生費   2 億 3,346 万 3,181 円
農林水産業費   3 億 9,086 万 4,145 円
商工費   1 億 1,308 万 2,716 円
土木費   1 億 5,299 万 7,532 円
消防費   1 億 2,519 万 7,964 円
教育費   1 億 9,474 万 8,330 円
災害復旧費           1,263 万 9,682 円
公債費   4 億 5,266 万 8,292 円
諸支出金                      1,200 万円
歳出合計 28 億 4,048 万 2,299 円

積立金現在高  11 億 7,818 万 5,000 円

内訳
財政調整基金 　1 億 1,252 万 6,000 円
減債基金 　1 億 3,335 万円
その他 　9 億 3,230 万 9,000 円

定額運用基金 　2 億 2,228 万 4,000 円
地方債現在高  29 億 9,430 万円
債務負担行為 　2 億 3,720 万 8,000 円

歳出

歳入歳出差引残額　

6,827 万 2,448 円

単年度は、2,800 万 2,613 円の赤字

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
の

決
算
は
３
日
目
（
16
日
）
に

審
議
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
行
わ
れ
た
坂
木
代
表

監
査
委
員
の
報
告
で
は
、『
時

代
の
変
革
と
と
も
に
職
場
環

境
が
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る

今
日
、
健
全
な
財
政
運
営
を

堅
持
す
る
た
め
、
各
課
担
当

者
の
努
力
は
相
当
な
も
の
で

あ
る
と
認
め
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
財
政
状
況
の
硬
直
化

は
依
然
と
し
て
払

ふ
っ
し
ょ
く
拭
さ
れ
な

い
状
況
で
あ
り
、
今
後
と
も

厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら

れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
健

全
な
財
政
の
安
定
化
を
図

り
、
無
駄
を
省
き
、
住
民
の

生
活
、
福
祉
の
向
上
、
活
力

あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
更

な
る
努
力
を
切
望
す
る
。』

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
内
容
は

上
記
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
お

り
ま
す
。

　

歳
入
は
依
存
財
源
地
方
交

付
税
、
国
・
県
支
出
金
、
地

方
債
ほ
か
で

82,4
％
、
自
主
財

源
は
町
税
、
諸
収
入
、
繰
越

金
ほ
か
で

17,6
％
と
少
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
決
算
全
体
に
よ
る
構

成
比
は
、
総
務
費

27,1
％
、
公

債
費
（
長
期
借
入
金
元
利
償

還
金
）
は
年
々
減
少
し
て
い

る
も
の
の

15,9
％
、
農
業
、
漁

業
の
振
興
に
係
る
農
林
水
産

業
費

13,8
％
、
住
民
福
祉
の
た

め
の
民
生
費

11,5
％
、
商
工
費

は
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

た
め
の
観
光
施
設
整
備
事
業

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

72,8
％

支
出
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
は

４
，
１
９
７
万
５
，
８
０
５

円
（
1,5
％
）
の
増
、
歳
出
は

８
，
８
６
１
万
８
，
５
５
７

円
（
3,2
％
）
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

財
政
収
支
は
、
歳
入
歳
出

差
引
額
６
，
８
２
７
万
２
，

４
４
８
円
、
う
ち
平
成
22
年

度
に
繰
越
す
べ
き
財
源
を
差

し
引
く
と
実
質
収
支
額
は

３
，
９
５
５
万
６
，
４
４
８

円
で
前
年
度（
平
成
20
年
度
）

実
質
収
支
を
引
く
と
単
年
度

収
支
は
２
，
８
０
０
万
２
，

６
１
３
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
小
値
賀
町
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て
２
名
の
議
員
が
賛
成

討
論
を
行
い
、
全
会
一
致
で

認
定
致
し
ま
し
た
。



     渡船事業特別会計

　

 （一般会計からの繰入金 1,200 万円）

　　   　

　                         主な質疑　　　

　問　野崎間、大島間の料金収入が増えてい　

　　　る。民泊や修学旅行の関係だと思うが、

　　　料金収入が減っている納島においても同

　　　様の取組をしてみては？

　答　納島でも民泊など促進するようにした　

　　 　い。

歳入総額 　　　6,814 万 1,550 円
歳出総額 　　　6,130 万 5,330 円
差引残高 　　　　683 万 6,220 円
単年度収支額 　　　　  134 万 7,235 円
収入未済額 　　　　　　　　　 0 円

小値賀町議会だより第 73 号（9）

21 年度決算  特別会計

小値賀町議会だより第 73 号（8）

　  介護保険事業特別会計

　　　

　

 

  （一般会計からの繰入金 4,600 万 8,000 円）

　　　　　  

                           主な質疑　

　問　保険料の支払いで、窓口納入と年金か

      らの特別徴収の各々の件数は？

　答　窓口納入は延べ３５９件、年金からの

           特別徴収は延べ６、９５０件。

歳入総額   3 億 4,100 万 8,777 円
歳出総額   3 億 3,585 万 7,264 円
差引残高 　　  　515 万 1,513 円
単年度収支額 　　　  255 万 8,579 円の赤字  
収入未済額                28 万 8,660 円

 国民健康保険事業特別会計

　　　

　　　　

　　　　　

　

（一般会計からの繰入金 2,362 万 9,000 円）　

　　　　

　　　　　　　主な質疑

　問　長期滞納者への法的手段は考えている

　　　か？

　答　厳正に対処したい。「おっとん券」での

　　　納付も 17 件、16 万円あまりある。

　問　高額療養費が大きく減少しているのは

　　　健康診断の効果か？

　答　それも考えられるが、直接には高額療養

　　　費の対象者が少なかったため。

歳入総額 　5 億 3,903 万 6,724 円
歳出総額 　4 億 7,632 万 2,176 円
差引残高 　　　6,271 万 4,548 円
単年度収支額 　　　　　8 万 854 円の黒字
収入未済額 　　　  2,125 万 987 円

　 簡易水道事業特別会計

　　　　

　

（一般会計からの繰入金 3,531 万 9,000 円）

　　  

    　　     　　　　主な質疑　

　問　一般会計からの繰入額を少なくしよう

　　　と思えば、水道料金の値上げも考慮する

　　　必要があるのではないか？

　答　現在不況の中で値上げするのは町民に

　　　とって、大変負担になるので考えていな

　　　い。

歳入総額 　　9,180 万 7,919 円
歳出総額 　　8,916 万 5,858 円
差引残高 　　　264 万 2,061 円
単年度収支額  　　  230 万 9,652 円の黒字
収入未済額 　　  　88 万 5,530 円

後期高齢者医療事業特別会計

　　   

　（一般会計からの繰入金 1,999 万円）

　

　　　　　　　  主な質疑    

　問　後期高齢者医療制度改正の要点は？

　答　平成 25 年から改正される。有識者、国

　　　民の意見を聞き準備している。医療関係

　　　保険は一つにする案や前の仕組みに近

　　　い形にする案などが議論されている。

歳入総額     　3,721 万 2,999 円
歳出総額 　　3,711 万 4,053 円
差引残額 　　　　9 万 8,946 円
単年度収支額 　　　   　11 万 3,000 円の赤字

収入未済額 　　　　　  　　　　0 円

　 老人保健事業特別会計

　　  　

　　  　 

　　  　

　　

歳入総額    　 352 万 8,308 円
歳出総額 　　331 万 9,044 円
差引残高 　　  20 万 9,264 円
単年度収支額        109 万 4,323 円の赤字
収入未済額                                 0 円

国民健康保険診療所特別会計

　　　

　（一般会計からの繰入金 6,378 万 6,000 円）

　　　　　    　　　　　　　　　　　

　                     　主な質疑　

　　問　収入未済額の現在の回収額は？　

　　答　８月末で 24 万円余り。

　　問　不用額が多いのは何故か？

　    答　不用額の発生は新型インフルエンザ

               や季節性インフルエンザが予想外に

               流行しないで、ワクチンが不要になっ

　　　　たため。

　　問　ジェネリック薬品の導入状況は？

　　答　品数では 17,5％で、20％が目標。

　　　　金 額ベースで 21,2％である。国から

　　　　は 30％を目標にするよう示されてい

　　　　る。

歳入総額  4 億 6,155 万 1,621 円
歳出総額  4 億 2,432 万 3,693 円
差引残額 　  　3,722 万 7,928 円
単年度収支額 　  　1,442 万 4,098 円の黒字
収入未済額             146 万 4,251 円

    下水道事業特別会計

　　　

　（一般会計からの繰入金 6,949 万 5,000 円）

　　　　　　　    　　

　　　                  主な質疑　　

　問　成果報告書に「計画的なメンテナンスを

      図り」とあるが、具体的には？　

　答　いちばん故障する可能性があるのはマン

           ホールポンプ。２年に１回の定期点検や

      　 オーバーホールを実施していきた い。           

　問　笛吹地区の修繕料が前方地区に比べ非常

      に高い。特別な理由があるのか？　

　答　笛吹浄化ｾﾝﾀｰが落雷のため故障し、発見

           が遅れたために発電機や掻き寄せ機の修

           理、ポンプ交換によるもの。

歳入総額   1 億 7,257 万 4,220 円
歳出総額   1 億 7,192 万 5,689 円
差引残額 　　　　64 万 8,531 円
単年度収支額 　　　 343 万 1,069 円の赤字
収入未済額                  24 万 800 円

納島ー柳間の町営船「さいかい」



小値賀町議会だより第 73 号（10）

加山雅徳議員

小値賀町議会だより第 73 号（11）

      町政のここがききたい

　　　　　　    これを提案
いっぱん

　しつもん
【
質
問
】　

新
田
地
区
は
、
小

値
賀
の
郷
土
史
の
中
で
も
特

質
す
べ
き
歴
史
的
な
大
事
業

の
産
物
で
あ
り
、
先
人
の
大

き
な
苦
労
の
証

あ
か
し

で
も
あ
り
、

牛
の
塔
ゆ
か
り
の
重
要
な
景

観
地
区
で
も
あ
る
。

　

現
在
こ
の
地
区
は
、
ダ
ン

ジ
ク
や
雑
草
な
ど
が
生
い
茂

り
荒
廃
し
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
将
来
必
要
と

な
っ
た
と
き
で
も
簡
単
に
農

地
と
し
て
は
利
用
で
き
な
い

状
況
に
な
る
。

　

元
の
状
態
に
戻
す
に
は
地

権
者
だ
け
で
は
到
底
解
決
で

き
る
問
題
で
は
な
い
。
行
政

と
農
業
委
員
会
及
び
地
区
住

民
と
協
同
で
事
を
進
め
な
け

ら
を
利
用
し
て
打
つ
手
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
松
口
会
長

　

新
田
地
区
で
は
湿
田
で
あ

る
た
め
に
米
以
外
は
望
め
ま

せ
ん
。
米
の
価
格
も
低
迷
し

て
い
る
の
で
耕
作
放
棄
地
を

解
消
し
て
も
引
き
受
け
手
が

い
な
い
状
況
で
す
。従
っ
て
、

畑
地
を
優
先
し
て
対
処
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
質
問
】
加
山
議
員

　

新
田
地
区
は
重
点
景
観
区

域
に
な
っ
て
い
る
。
現
状
は

個
人
の
問
題
と
し
て
放
置
で

き
な
い
と
こ
ろ
に
き
て
い

れ
ば
無
理
だ
と
思
う
。

　

新
田
地
区
の
耕
作
放
棄
地

の
増
大
に
つ
い
て
、
農
業
委

員
会
と
し
て
の
今
後
の
対
策

を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
新
田
地
区
に
つ
い

て
は
半
分
以
上
の
土
地
が
耕

作
不
可
能
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
が
、
景
観
な
ど
総
合
的

な
観
点
か
ら
、
町
と
し
て
の

方
針
を
町
長
に
伺
う
。

【
答
】
松
口
農
業
委
員
会
会
長

　

新
田
地
区
の
荒
廃
状
況
に

つ
い
て
は
、
大
変
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
原
因
と
し

て
は
、
１
に
「
埋
め
立
て
地

で
あ
る
た
め
排
水
不
良
湿
田

で
農
機
が
入
ら
な
い
。」
２

に
「
小
区
画
で
作
業
効
率
が

悪
い
。」
３
に
「
約
30
％
が

不
在
地
主
の
農
地
で
あ
る
。」

４
に
「
農
業
者
の
高
齢
化
。」

５
に
「
米
価
の
低
迷
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
排

水
の
比
較
的
良
好
な
水
田
に

お
い
て
は
、
畦あ

ぜ

の
除
去
な
ど

簡
易
な
基
盤
整
備
に
よ
る
耕

作
面
積
の
拡
大
が
出
来
な
い

か
、
同
じ
条
件
で
ま
と
ま
っ

た
遊
休
農
地
に
お
い
て
は
、

牛
の
放
牧
利
用
が
出
来
な
い

か
、
前
方
郷
字
加
多
、
ガ
タ

新
開
方
面
に
お
い
て
は
、
農

地
以
外
の
利
用
が
出
来
な
い

か
等
、
産
業
振
興
課
と
今
後

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

担
い
手
公
社
が
管
内
の
農

地
を
一
括
し
て
引
き
受
け
て

ま
と
ま
っ
た
形
で
認
定
農
業

者
や
新
規
就
農
者
に
貸
し
付

け
た
り
、
売
買
の
斡
旋
を
行

う
な
ど
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
情
報
誌
な
ど

で
、
農
業
者
へ
の
周
知
や
指

導
を
行
い
、
新
田
地
区
を
含

め
町
内
全
農
地
に
お
い
て
遊

休
農
地
を
出
さ
な
い
よ
う
、

ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
答
】
山
田
町
長

　

当
地
区
の
ほ
と
ん
ど
が
個

人
の
農
地
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
耕
作

で
き
な
く
な
り
、
今
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
有
者
が
元
の
農
地
に
復

旧
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
が
、
行
政
が
個
人
所

有
の
土
地
の
管
理
に
ど
こ
ま

で
介
入
で
き
る
か
、
難
し
い

問
題
で
す
。

　

現
段
階
で
は
町
と
し
て
の

方
針
と
い
う
も
の
は
立
て
て

お
り
ま
せ
ん
。

【
質
問
】
加
山
議
員

　

農
林
水
産
省
の
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

交
付
金
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

新
田
の
耕
作
放
棄
地
を

　
　
　

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
て
い
い
の
か
！

状
態
に
応
じ
た
利
用
法
を
検
討

町
と
し
て
は
難
し
い
が
地
権
者

と
話
し
合
っ
て
み
る

る
。
補
助
金
や
交
付
金
を
利

用
し
て
、
土
を
入
れ
て
水
田

の
か
さ
上
げ
を
考
え
て
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

以
前
計
画
が
上
が
り
な
が

ら
、
出
来
な
か
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て

地
権
者
の
方
々
と
も
話
し

合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

葦よ
し

竹
や
ダ
ン
ジ
ク
な
ど
が

繁
茂
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

景
観
条
例
に
も
関
係
す
る
の

で
何
と
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
徐
々
に
進
め

る
し
か
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

新田の歴史的偉業のあかし　牛の塔

荒
廃
が
進
む
新
田
地
区
風
景
（
重
点
景
観
計
画
区
域
で
も
あ
る
）



　　　下水道事業特別会計補正予算（第 2号）

79 万 2,000 円を追加し、総額を 1 億 9,157 万 6,000 円に。
歳入　　　　　　　　　　　歳出　
繰入金　79 万 2,000 円　　  総務費　79 万 2,000 円

小値賀町議会だより第 73 号（12）

特別会計

補正予算
平成 22 年度

小値賀町議会だより第 73 号（13）

主
な
質
疑

問　

固
定
資
産
税
滞
納
繰
越

　
　

分
が
大
き
い
が
ど
う
な

　
　

っ
て
い
る
の
か
。

答　

該
当
者
は
44
名
で
あ
り
、

　
　

そ
の
中
で
１
名
の
人
が

　
　

滞
納
繰
越
額
の
半
分
を

　
　

占
め
て
い
る
。
徴
収
努

　
　

力
を
す
る
。

問　

保
健
師
奨
学
補
助
金
80

　　　　　

万
円
の
説
明
を
。

答　

東
京
の
方
が
小
値
賀
町

　
　

の
奨
学
金
を
受
け
た
い

　
　

と
の
申
し
出
が
あ
り
、

　
　

今
回
計
上
し
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
罠
設
置
事
業

　　　　　８月４日の臨時議会で可決されたものです。

　　　　250 万円を追加し、総額を 24 億 3,400 万円に。

歳入　　　　　　　　　　　　　歳出　　

振興基金繰入金　250 万円　　　観光費 250 万円（備品購入費）

一般会計補正予算第２号

一般会計補正予算第３号
　　　歳入歳出それぞれ 2,070 万円を追加し、予算総額を 24 億 5,470 万円に。

　　　今回の補正予算は、普通交付税の確定による補正、人事異動による人件

　　　費の補正が主なものです。

歳入の主なもの　　　　　　　　　　　　歳出の主なもの

町税　　　　　　169 万 6,000 円      　 議会費　　　　　200 万 2,000 円の減額

地方特例交付金　550 万 3,000 円　　     総務費　　    1,399 万 8,000 円

地方交付税　　4,885 万 1,000 円　　     民生費　　　    772 万 2,000 円

国庫支出金　　　269 万 6,000 円　　     衛生費　　　 　 503 万 4,000 円の減額

県支出金　  　  372 万 1,000 円         農林水産業費　  301 万 9,000 円の減額

諸収入　　　　　127 万 2,000 円　       土木費　　    　187 万 4,000 円　　

町債　　　　　4,322 万 2,000 円の減額       教育費　 　   　429 万 3,000 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 災害復旧費　　　400 万円                                       

                                       諸出金　　　　　200 万円の減額

　　　国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号）

476 万 8,000 円を減額し、総額を５億 2,377 万 4,000 円に。
歳入　　　　　　　　　                  歳出　　
繰入金　476 万 8,000 円の減額　　諸支出金　476 万 8,000 円の減額

　　　介護保険事業特別会計補正予算（第 2号）

52 万 3,000 円を追加し、総額を 3 億 8,662 万 9,000 円に。
歳入　　　　　　　　　　　　　歳出　　
保険料　　   36 万 6,000 円          諸支出金 52 万 3,000 円
国庫支出金  　4 万 4,000 円
基金繰入金　11 万 3,000 円　　　　　

　　　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

9 万 7,000 円を追加し、総額を 3,933 万 5,000 円に。
歳入　　　　　　　　　　歳出　　
繰越金　9 万 7,000 円　   分担金及び負担金　1 万 4,000 円
　　　　　　　　　　　　諸支出金　              8 万 3,000 円

　　　　　渡船事業事業特別会計補正予算（第 2号）

200 万円を減額し、総額を 5,572 万 2,000 円に。
歳入　　　　　　　　　　　　歳出　　
繰入金　200 万円の減額　　渡船事業費　196 万 7,000 円の減額
　　　　　　　　　　　　　予備費　　　　 3 万 3,000 円の減額
主な質疑
　問　オーバーホールの予算を減額した理由は？

　答　「さいかい」は建造から 10 年経過したが、国との協議で、　
　　　運航時間が１万２千時間で規定（６千時間）に達していな
　　　いとの指摘を受けたのでオーバーホールはやめることにし
　　　た。
　問　旅費が補正されている。新たな事情が起きたのか？

　答　「みつしま丸」が老朽化しているので、今後の対処を小値賀
　　　町と佐世保市で協議するため。

　国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第 2号）

歳出
総務費　99 万 6,000 円
予備費　99 万 6,000 円の減額

　
　

20
万
円
の
内
容
は
？

答　

罠
を
20
セ
ッ
ト
購
入
す

  　

 

る
も
の
。

問　

中
学
校
修
繕
料
１
６
４

　
　

万
円
の
説
明
を
？

答　

現
小
学
校
の
位
置
に
小

　
　

中
学
校
校
舎
を
建
設
す

　
　

る
予
定
な
の
で
、
工
事

　
　

期
間
中
の
授
業
を
現
中

　
　

学
校
の
空
き
教
室
で
行

　
　

う
こ
と
が
出
来
る
よ
う

　
　

一
部
改
修
す
る
も
の
。

佐世保市営船　みつしま丸

中高合同の体育祭

養寿園にて

一般会計
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そ
の
他
の
議
案

　

母
子
家
庭
に
加
え
、
父
子
家
庭
に
も
こ
の
条
例

を
適
用
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
改
正
で
平
成
22
年
12
月
１
日
以
後
の
診

療
に
か
か
る
医
療
費
か
ら
新
た
に
「
父
子
家
庭
に

お
け
る
、
父
と
現
に
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
で
18

歳
未
満
の
者
、
又
は
高
等
学
校
に
在
学
す
る
20
歳

未
満
の
者
」
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

問　

町
内
の
対
象
と
な
る
父
と
子
の
数
は
？

答　

父
が
３
人
。
子
ど
も
が
５
人
。

小
値
賀
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

古
民
家
島
暮
ら
し
体
験
交
流
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

民
泊
の
許
可
を
取
得
す
る
た
め
町
の
所
有
を
百

分
の
五
十
、
株
式
会
社
小
値
賀
観
光
ま
ち
づ
く
り

公
社
百
分
の
五
十
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

問　

整
備
さ
れ
た
松
永
邸
の
半
分
は
小
値
賀
観
光

　
　

ま
ち
づ
く
り
公
社
の
資
産
で
あ
り
、
半
分
が

　
　

町
所
有
と
な
る
。
固
定
資
産
の
評
価
に
よ
っ

　
　

て
は
財
産
取
得
の
関
係
で
議
会
の
議
決
を
必

　
　

要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
評
価
中
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
金
額
に
は
な

　
　

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

負
担
付
き
の
寄
付
で
あ
る
な
ら
ば
議
会
の
議

　
　

決
が
必
要
だ
が
、
条
件
は
つ
い
て
い
な
い
の

　
　

か
。

答　

条
件
な
ど
は
何
も
付
い
て
い
な
い
。　

　

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
豊
か
な
教
育

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
の
整
備
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
方
に
お
い
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様

な
教
育
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
き
め
細
や
か
な
取

り
組
み
が
一
層
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
予
算
は
未
来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
子

ど
も
達
に
最
善
の
教
育
環
境
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
は
社
会
的
な
使
命
で
す
。

　

以
上
の
理
由
で
小
値
賀
町
議
会
は
国
に
対
し
て

次
の
２
点
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

１
，
30
人
以
下
学
級
を
す
す
め
、
長
期
的
展
望
に    

       

た
っ
て
、
学
校
現
場
に
必
要
な
教
職
員
の
人

       

員
を
拡
充
す
る
こ
と
。

２
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
制

　
　

度
を
堅
持
し
て
国
の
負
担
を
３
分
の
１
か
ら

　
　

２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

国に対して意見書を提出します。
教
育
予
算
を
充
実
し
、
30
人
以
下
学
級
の

                 

実
現
を
求
め
る
意
見
書

古
民
家
島
暮
ら
し
体
験
交
流
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

旧
松
永
邸
が
半
分
町
所
有
に
な
っ
た
た
め
、「
ま

つ
な
が
邸
」
を
「（
株
）
小
値
賀
観
光
ま
ち
づ
く

り
公
社
」
に
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

指
定
の
期
間
は
平
成
22
年
９
月
15
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
。

固定資産評価審査委員の選任についての同意
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
議
会
は
町
長
の
申
し
出
に
同
意
致
し
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　

立
石
委
員
に
は
、
平
成
22
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で
の
任
期
中
、
町

内
の
固
定
資
産
課
税
等
に
関
す
る
不
服
審
査

等
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

立
石
委
員
の
今
後
の
活
躍
を
ご
期
待
致
し

ま
す
。

立石英雄氏

微力ですが、今ま

での経験を生かし

て、頑張ります。

　

任
期
満
了
に
よ
る
選
任
に
つ
い
て
、
次
の

方
を
任
命
す
る
こ
と
に
、
議
会
は
同
意
致
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　

貞
方
委
員
は
、
他
の
４
人
の
委
員
と
共
に

小
値
賀
町
教
育
全
体
の
要
と
し
て
、
教
育
行

政
に
尽
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ご
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

貞方多美子さん

小中合同校舎建て替え

問題など重要な事案が

山積みしています。微

力ながら頑張ります。

教育委員会委員の任命についての同意

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

「
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
よ
る
長
崎
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
の
規
定
の
変
更
に
つ
い
て
」
と

診
療
所
で
購
入
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
カ
ラ
ー
超
音
波

診
断
装
置
」
の
財
産
取
得
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
は
３
件
で
、「
小
値
賀
町
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
」「
小
値
賀
交

通
株
式
会
社
の
経
営
状
況
の
報
告
」「
財
団
法
人
小

値
賀
町
担
い
手
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
」
で
し

た
。

「まつなが邸」の縁側

中学校の授業風景

　　父子家庭にも適用
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猛
暑
の
夏
も
過

ぎ
、
風
が
心
地
よ

い
今
日
こ
の
頃
で

す
。
こ
こ
十
数
年
、

地
球
温
暖
化
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
特
に
今
年
は

過
去
最
悪
の
異
常
気
象
と
な

り
、
お
盆
前
後
に
は
、
熱
中

症
で
数
百
人
が
亡
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
経
済
も
気
象

と
同
じ
よ
う
に
異
常
と
も
い

え
る
円
高
・
株
安
が
続
い
て

お
り
、
そ
の
影
響
で
日
本
の

企
業
は
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り

ま
す
。
先
日
民
主
党
の
代
表

選
挙
が
行
わ
れ
菅
首
相
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
本
経
済
を
再
生

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か

心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

環
境
・
経
済
・
政
治
と
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る

時
代
の
中
で
、
将
来
ど
の
よ

う
な
世
の
中
に
な
る
の
か
教

え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
知
っ
て
い
る
の
は
神
様

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

加
山
雅
徳

編集後記

おぢか国際音楽祭開催される

こ
の
事
業
は
本
来
、
単
な
る
文
化
的
な
事
業
で
は
な
く
、

　
　

交
流
人
口
の
増
大
、
新
た
な
小
値
賀
の
魅
力
の
発
信
や

　
　
　
　
　
　

島
の
可
能
性
を
探
る
目
的
で
始
ま
っ
た
も
の

県議会前副議長　織田県議も来町、

　　　古民家レストランでのディナー・コンサートを満喫！

　
　

９
月
18
日
か
ら
25
日
ま

で
の
８
日
間
の
日
程
で
「
お

ぢ
か
国
際
音
楽
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
第
10
回
目
の
節

目
の
年
で
す
。

　

今
年
も
ウ
イ
ー
ン
か
ら
リ

サ
・
ス
ミ
ル
ノ
ワ
先
生
、
ザ

ル
ツ
ブ
ル
グ
か
ら
ア
ン
ナ
先

生
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
ロ

バ
ー
ト
先
生
が
来
島
さ
れ
、

音
楽
講
習
に
コ
ン
サ
ー
ト
に

と
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
は
お
な
じ
み
の

　
　
　

山
内
氏
た
ち
若
手
音

　
　
　

楽
家
た
ち
が
駆
け
つ

　
　
　

け
大
小
多
く
の
コ
ン

　
　
　

サ
ー
ト
を
行
い
、
住

　
　
　

民
と
ふ
れ
あ
い
ま
し

　
　
　

た
。

　
　
　
　

受
講
生
と
し
て
来

　
　
　

島
し
た
方
は
８
名
、

　
　
　

音
楽
祭
の
た
め
に
来

島
さ
れ
た
一
般
の
方
は
約

１
０
０
名
で
し
た
。
遠
く
は

東
京
か
ら
の
フ
ァ
ン
も
い
ま

し
た
。

　

島
内
の
皆
さ
ん
も
今
で
は

年
に
一
度
の
素
敵
な
音
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
満
喫
し
て
お
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
本
来
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
が
長
崎
か
ら
始

ま
っ
て
九
州
に
、
そ
し
て
日

本
全
国
に
、
や
が
て
は
世
界

に
名
前
が
通
り
、
た
く
さ
ん

の
来
島
者
で
島
に
人
が
溢

れ
、
島
の
特
産
物
が
販
売
さ

れ
、
地
元
の
人
と
芸
術
家
、

島
を
訪
れ
た
人
と
の
交
流
が

活
き
活
き
と
出
来
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
が
小
値
賀
経
済

に
貢
献
す
る
こ
と
を
夢
見
て

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
足
飛
び
に
成
果
が
上
が

り
に
く
い
諸
条
件
が
あ
り
、

目
を
見
張
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

毎
年
開
催
す
る
た
め
目
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
尽
力
し
て

い
る
方
々
が
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の

ご
努
力
に
は
大
変
頭
が
下
が

り
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
飛
躍
が
あ
る
こ

と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
尚
一
層

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

野崎の教会コンサート

プライベートレッスン風景

ディナー・コンサート

第 10 回

リサ音楽監督


